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旧
母
体
村
鎮
守
の
八
重
垣
神
社
に
は
、
天

も

た
い

神
様
こ
と
菅
原
道
真
が
祭
ら
れ
る
。
母
体
の

み
ち

ざ
ね

地
名
は
、
こ
の
道
真
に
関
わ
る
伝
説
が
由
来

と
言
わ
れ
て
い
る
。

９
０
１
年
に
道
真
が
九
州
の
大
宰
府
に
流

さ
れ
た
と
き
、
道
真
の
妻
は
３
人
の
子
ど
も

と
と
も
に
、
こ
の
地
を
治
め
る
地
方
役
人
を

頼
っ
て
や
っ
て
来
た
。
母
子
は
離
れ
離
れ
に

暮
ら
し
、
道
真
が
死
ん
で
３
年
後
の
９
０
６

年
に
そ
の
妻
も
亡
く
な
っ
た
。
母
の
体
が
こ

の
地
に
弔
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
来
こ

こ
を
「
母
体
」
と
い
う
の
だ
と
い
う
。
今
で

も
、
母
体
の
一
部
で
あ
っ
た
一
関
市
東
山
町

田
河
津
に
は
そ
の
墓
が
残
る
。

「
八
重
垣
」
と
い
う
言
葉
は
、
須
佐
之
男

す

さ

の

お

命
が
妻
を
思
っ
て
詠
ん
だ
「
八
雲
立
つ

出

の
み
こ
と

雲
八
重
垣

妻
籠
み
に

八
重
垣
作
る

そ

の
八
重
垣
を
」
と
い
う
歌
を
連
想
さ
せ
る
。

社
名
の
「
八
重
垣
」
か
ら
、
不
遇
の
う
ち
に

没
し
た
道
真
の
妻
を
思
う
地
域
の
人
の
心
が

感
じ
ら
れ
る
よ
う
だ
。

＝
前
沢
区
生
母
字
伏
畔
＝

八
重
垣
神
社

や

え

が
き

繋神社の創建は906年ごろまたは947年といわれ定かで

ない。大正７年に八幡神が合祀され、現在は２柱を祭る

罫参道の石段。緩い斜面を挟みつつ、140段ほどで山頂

の神社へ至る。参道石段新設記念の碑には、昭和38年

11月20日竣工と刻まれる 茎山頂の池は、いかなる干

天にも水が枯れないという

繋

茎

罫

広告




